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1. 課題整理
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全国的傾向：SNSが主要な情報源となる
一方、偽情報・中傷が横行

兵庫県知事選挙（令和6年11月）
の状況

⚫ NHK出口調査によれば、投票の際に
最も参考にした情報源として「SNS
や動画サイト」が30%に達し、テレ
ビ・新聞（各24%）を上回った。

⚫一方で、選挙期間中には対立陣営へ
の誹謗中傷や偽・誤情報、マスメ
ディアへの批判が数多く拡散。「メ
ディアの報道はデマ」といった投稿
も相次いだ。

⚫ SNS上で多くの支持を受けた候補者
が当選し、「従来型メディア（オー
ルドメディア）の敗北」という言説
も流布。

投票の際に最も参考にした媒体
（兵庫県知事選挙）

出典：兵庫県知事選挙で斎藤氏が再選，注目された
SNSと選挙，問われる選挙報道
NHK放送文化研究所 を元に作成

https://www.nhk.or.jp/bunken/research/focus/f2
0250101_4.html
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https://www.nhk.or.jp/bunken/research/focus/f20250101_4.html
https://www.nhk.or.jp/bunken/research/focus/f20250101_4.html


令和７年宮城県知事選挙の状況

SNS上で誹謗中傷の横行

「X（旧ツイッター）やユーチューブ
といった交流サイト（SNS）で村井氏
への誹謗中傷、県の政策に関する偽・
誤情報が飛び交った。」
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出典：「’25みやぎ回顧／ネット投稿 虚像、熱狂生む」
河北新報 2025年12月25日 朝刊 12面

※本資料の新聞記事は、新聞社の許諾を得て掲載していま
す。無断での転載・複写はご遠慮ください。（以下同様）

記事詳細は、権利保護
の観点から会場での投
影にて共有いたします。



令和７年宮城県知事選挙の状況

SNS上で誹謗中傷の横行

選挙期間中に虚偽情報、真偽不明の
情報がSNS上で氾濫し、誹謗中傷ま
がいの投稿も後を絶たなかった。

この状況を受けて、河北新報におい
て、選挙期間中のSNSの利用に関係
する罰則規定が紹介された。
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出典：「’25宮城県知事選／SNS 氾濫するデマ」
河北新報 2025年10月25日 朝刊 22面

記事詳細は、権利保護
の観点から会場での投
影にて共有いたします。



令和７年宮城県知事選挙の状況

県政課題に関する
論点埋没

公明正大という選挙の前提が
侵食され、人口減少や仙台一
極集中といった本質的な県政
課題の論戦は深まらなかった。

7

出典：「’２５宮城知事選 僅差の実相／（下）侵食
／デマの洪水 論点埋没」
河北新報 2025年10月30日 朝刊 1面

記事詳細は、権利保護
の観点から会場での投
影にて共有いたします。



令和７年宮城県知事選挙の状況

関係者にも影響が波及

誹謗中傷の対象は立候補者にとど
まらず、応援した宮城県議会議員
にまで矛先が向けられるなど、過
激さを増した。
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出典：「宮城知事選で脅迫被害」
河北新報 2025年10月30日 朝刊 26面

記事詳細は、権利保護
の観点から会場での投
影にて共有いたします。



【課題①】選挙運動期間中の偽・誤情報と
真偽検証（ファクトチェック）の困難性

拡散した偽・誤情報

⚫ 現職宮城県知事の悪行14選とし
て、「メガソーラー大歓迎!!」
など、売国をしているという主
張が拡散

⚫ 立候補者の街頭演説を切り抜き、
現職知事が土葬を肯定している
という趣旨の投稿が拡散。日本
ファクトチェックセンター
（JFC）によれば、投稿から2日
ほどで7500回以上リポストされ、
表示は232万回を超えていた。

真偽検証の構造的課題

偽・誤情報が持つ拡散力に対し、
その後のファクトチェック情報が
届く範囲には著しい非対称性が存
在（プラットフォームのアルゴリ
ズムによる拡散スピードの増幅、
検証の担い手の少なさ）。 9



【課題②】選挙運動期間中の誹謗中傷
への対応の脆弱性

現行の削除要請フローや法的措置では投開票までの時間軸に間に合わず、
被害が拡大し続ける「逃げ得」を許している。

時間軸のミスマッチ

現状のプロセス 被害発生

選挙運動期間中の
現実

証拠保全 削除/開示
プラットフォームへの削除要請/
プロバイダへの発信者情報開示請求

数週間～数か月

約2週間

選挙終了

プロセス完了前に選挙が終了。
候補者は有効な対抗手段を取れないまま、

一方的にダメージを受け続ける。
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※2025年4月施行の情報流通プラットフォーム対処法により、大規模PFへ原則1週間以内の削除判断
義務が課されたが、超短期間の選挙戦においては依然として投開票までの完全な被害回復は困難。



2. 各方面における議論の状況
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出典：「選挙時SNS規制 本格議論へ」
河北新報 2026年1月11日 朝刊 2面

以下のような論点に関し、通常国会において議論される見込み。
論点①：投稿による収益化の規制
論点②：政党や候補者の名誉を侵害する投稿への対応

選挙運動に関する各党協議会

出典：「選挙偽情報規制 結論は持ち越し」
読売新聞 2025年12月20日 朝刊 4面

記事詳細は、権利保護
の観点から会場での投
影にて共有いたします。

記事詳細は、権利保護
の観点から会場での投
影にて共有いたします。
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出典：総務省「情報流通プラッ
トフォーム対処法（旧プロバイ
ダ責任制限法）」概要

総務省
⚫ 情報流通プラットフォーム対処法（令和6年改正プロバイダ責任制限法）により、大規模
PF事業者の指定制度を創設し、削除申出への迅速な対応や削除基準の策定・公表を義務化。

⚫ 「デジタル空間における情報流通の健全性確保の在り方に関する検討会」の提言、またこ
れに続く「デジタル空間における情報流通の諸課題への対処に関する検討会」の中間とり
まとめを受けて、SMAJ（一般社団法人ソーシャルメディア利用環境整備機構）が、デジタル空
間の健全性確保に向けた業界イニシアティブを公表。

https://www.soumu.go.jp/main_sosi
ki/joho_tsusin/d_syohi/ihoyugai.html

https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/d_syohi/ihoyugai.html
https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/d_syohi/ihoyugai.html
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出典：「SNSなど26社に
偽・誤情報対応要請」
読売新聞 2026年1月24日
朝刊 31面

出典：「偽情報『正しい』と誤認47％」
河北新報 2025年5月14日 朝刊 23面

⚫ ICTリテラシーに係る実態調査の結果を公表。リテラシー向上に向
けた取り組みの必要性を明らかにした。

⚫ 先の衆議院議員選挙の解散に際し、大手のSNS運営事業者に対して
対応要請を実施。

総務省

記事詳細は、権利保護
の観点から会場での投
影にて共有いたします。

記事詳細は、権利保護
の観点から会場での投
影にて共有いたします。
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⚫ 令和7年参議院議員選挙後、「民主主義と地方自治の基盤である公明かつ適正な選挙の確
保に関する緊急提言」を公表。

⚫ 「地方自治・民主主義の確立に向けた研究会」を開催。「ＳＮＳ等インターネットも含め
た適正な選挙運動のあり方」を検討テーマの一つとして議論。

出典：「選挙適正化へ提言」 河北新報
2025年11月20日 朝刊 3面

参考：全国知事会HP
https://www.nga.gr.jp/committee_pt/research/chihoujichiminsyusyugi/r07/post_483.html

https://www.nga.gr.jp/committee_pt/research/chihoujichim
insyusyugi/r07/post_483.html

全国知事会

記事詳細は、権利保護
の観点から会場での投
影にて共有いたします。

https://www.nga.gr.jp/committee_pt/research/chihoujichiminsyusyugi/r07/post_483.html
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出典：鳥取県知事定例記者会見資料 鳥取県 2025年11月19日

インターネット上の誹謗中傷等に対し、行政による削除要請等の実施や、発信者に対する
罰則規定を条例で定めるなど、自治体独自の取組が進められている。

https://www.pref.tottori.lg.jp/322473.htm

https://www.pref.tottori.lg.jp/322473.htm

他の都道府県

https://www.pref.tottori.lg.jp/322473.htm
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出典：鳥取県知事定例記者会見資料 鳥取県 2024年11月 6日
https://www.pref.tottori.lg.jp/319794.htm

https://www.pref.tottori.lg.jp/319794.htm

他の都道府県

https://www.pref.tottori.lg.jp/322473.htm
https://www.pref.tottori.lg.jp/319794.htm
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出典：大阪府HP「条例改正周知リーフレット」

https://www.pref.osaka.lg.jp/o070030/jinken/internet/jourei.html

https://www.pref.osaka.lg.jp/o070030/jinken/internet/jourei.html

他の都道府県

https://www.nga.gr.jp/committee_pt/research/chihoujichiminsyusyugi/r07/post_929.html
https://www.pref.osaka.lg.jp/o070030/jinken/internet/jourei.html
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出典：「ネット中傷対策強化探る」
河北新報 2025年12月5日
朝刊 10面

出典：「実情踏まえた条例案作成へ」
河北新報 2025年12月18日
朝刊 14面

選挙運動中に限らないインターネット上の
誹謗中傷対策に関する条例の制定に向けて
検討会を設置。

宮城県議会

記事詳細は、権利保護
の観点から会場での投
影にて共有いたします。

記事詳細は、権利保護
の観点から会場での投
影にて共有いたします。



3. 議論の前提と方向性
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基本的スタンス

具体的な方策が、健全な批判や正当な言論活動を萎縮させないよう、
以下の点に留意して議論を進める必要がある。

⚫ 「言論や表現の自由」「検閲の禁止」等への留意

行政・公権力による情報の真偽判定や流通制限は排除。

⚫ 民間主体の取組

政治的に中立な民間団体等のステークホルダー中心の取組を検討。

⚫ 透明性の確保
対策の根拠、判断基準、会議・議論の公開等により、透明性を確保。

⚫ 必要最小限の介入
健全な民主主義社会の発展という目的を達成するために必要最小限の範囲
に留める。
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本検討会の目的

22

先の知事選挙における選挙運動期間中にSNS上等において偽・誤情報や誹謗

中傷等が拡散する事態が生じ、今後、県内で執行される選挙において同様の

事態が続けば民主政治の健全な発達が損なわれる懸念がある。このことから、

現行制度を前提とし、また、民間での取組を主体として、県内で執行される

選挙の選挙運動期間中の情報流通の諸課題に対処し、ひいては健全な民主主

義社会の発展に資する具体的方策を検討すること



本検討会の検討事項

先般の宮城県知事選挙の状況を踏まえ、表現の自由への配慮等の基本的ス
タンスを前提として、宮城県における健全な民主主義社会の発展に資する
具体的な方策の検討が急務。

検討すべき事項

⚫ 選挙運動期間中の偽・誤情報対策

⚫ 選挙運動期間中の誹謗中傷への対応

⚫ 選挙運動期間外における中長期的・予防的な対策

宮城県における選挙運動期間中の情報流通の諸課題に対処するための具体
的な方策（「宮城モデル」）の確立のため、これらの事項に関して委員の
皆様からご知見・ご提案を賜りたい。
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4. 今後の検討プロセス
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今後の検討プロセスとスケジュール
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2026年 2月

6月

第 １ 回会議 本日（２月16日）

内容：各委員提案

第 ２～４ 回会議（※必要に応じて追加可能性あり）

内容：関係事例のヒアリング

（例：地元メディア、他自治体等）

7月
第 5 回会議

内容：対応案に関する意見交換

8月～

第 ６回会議

内容：とりまとめ案（※）

※ 今後の議論の状況を踏まえてヒアリングや意見交換の追加もありうる。
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